
Ⅰ．はじめに

　ニレ科の高木であるハルニレは，春（３－５月）に開花し，初
夏（５－６月）には熟した翼果を散布する（佐竹ほか，１９８９）。
ハルニレの発芽には，散布直後に発芽する夏発芽と，休眠して翌
春の開花時期よりも少し前に発芽する春発芽の二型性をもつこと
が知られている（野宮ほか，１９９６；Seiwa，１９９７）。光条件や温度
条件によって発芽率は異なり，条件によっては二次休眠する種子
が増加し（野宮ほか，１９９６），翌春の上層木が展葉する前に発芽
する。国内におけるハルニレの分布の中心は冷温帯落葉広葉樹林
（ブナ帯）の山地河畔林であるが，九州では常緑広葉樹林が成立
する低標高域の河畔に普通に分布している（Horikawa，１９７６；
倉田，１９６４）ことは興味深い。カエデの一種では個体群によって
発芽特性が異なるという報告もある（Tremblay et al.,１９９６）。温
暖な気候に加えて，早春でも林床が暗い常緑樹林の中に生育する
ハルニレは，季節的な林冠ギャップが形成されるブナ帯のハルニ
レの発芽特性と違っているかもしれない。本研究では，九州の低
標高域に分布するハルニレの発芽特性を調べたので報告する。

Ⅱ．方　法

　２００７年４月１３日に，熊本県内の標高５０mから２８０mの４地点
（表－１）に生育するハルニレ各１個体から採種した。採種地点
の標高は，九州におけるブナ林の分布域がおよそ標高８００－
１１００m以上（宮脇，１９８１）であるのに比べて，十分に低いとみな
せる。

　成熟種子を着生枝ごと切り落として研究室へ持ち帰り，充実粒
を選別した。４月１４日から，散布直後の発芽特性を明らかにする

ために，光と温度の２要因２条件の４処理で発芽試験を開始した。
光要因については，白色蛍光灯の光（１３０μmol m－２ s－１）を一
日８時間照射した明条件と，光を遮断した暗条件の２条件を設定
した。温度要因については，散布時期の地温の日格差を模して
２０℃と３０℃の温度を１６時間と８時間で繰り返す変温条件と，変温
条件と積算温度がほぼ等しくなるように２３℃一定の恒温条件の２
条件を設定した。明条件の光照射と変温条件の３０℃の設定時間は
同期させた。
　シャーレには０．８％の寒天培地の上に濾紙を敷き，翼のついた
ままの種子３０粒を並べた。１処理あたり３反復とした。発根を確
認できたら発芽とし，発芽済みの種子はシャーレから取り除いた。
　明条件下では２４時間毎に発芽の判定を行い，新たな発芽が確認
されなくなった時点で試験を終了した。暗条件下では，発芽判定
作業中に種子に光があたるのを避けるため，明条件下での発芽試
験が終了した時点で予備的な発芽判定を行ったのち，試験期間が
２１日に達した時点で最終的な発芽判定を行った。以下，ここまで
の試験を発芽試験１と呼ぶ。
　次に，発芽試験１で発芽しなかった種子は二次休眠が誘導され
たのか，単に発芽条件が不十分で発芽が抑制されていただけなの
かを明らかにするために，暗条件下で未発芽だった種子は，温度
条件はそのままで明条件下に移行させて，引き続き発芽試験を
行った（発芽試験２）。
　発芽試験の終了時に残った種子はカミソリで切断し，種子の生
死を確認した。死亡していた種子は試験前から健全でなかったと
判断し，発芽率の計算からは除外した。

Ⅲ．結果と考察

　明条件下の種子は試験開始から３－４日で発芽し始め，１４日以
内に９４－９９％の高い発芽率を示した（図－１）。一般に，光や交
代温度は発芽促進の効果があるとされている（鷲谷，１９９６a，b）
が，明条件下では温度条件に関わらず高い発芽率を示し
（ANOVA, P ＜ ０．０１），ハルニレの発芽にとって光がより重要で
あることが示唆された。散布直後の種子は十分な光条件下では，
すぐに発芽すると考えられる。このことは，栃木県の標高１３００m
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表－１．ハルニレ種子の採集地点
生育地状況＊標高m採集地

ため池からの用水路そば５０熊本市立田山A
ダム湖畔５０球磨村瀬戸石B
農地脇１５０人吉市馬氷川C
広い谷の支沢合流点２８０人吉市胸川D

＊　いずれも光条件の良い十分に開けた立地。



に分布するハルニレと同様であった（野宮ほか，１９９６）。
　一方，暗条件下での発芽率は明条件下と比べて低く，その値は
恒温条件下でより低い傾向にあった（図－１）。遮光しても，一
部の種子は発芽可能であったが，採種地点によって発芽率は１０－
７４％と大きくばらついた（図－１）。暗条件下での発芽率がばら
ついたことについて，個体差なのか地域差なのかは，今のところ
明らかでない。さらに調査が必要である。未発芽のまま残った種
子は，遮光されたことで発芽が抑制されたと考えられる。
　発芽試験２において，変温条件下では採種直後と同程度の高い
発芽率を示した。例えば，熊本市内で採集した種子（A）では，
暗条件下で１２％の発芽率（図－１，A）であったものが，発芽試
験２では，明条件下に移行した３日後から発芽を開始し，８日後
には発芽率が９６％に達した（図－２，A）。また，A以外の３地点
で採集した種子の発芽率は，変温条件下の方が恒温条件下よりも
高い傾向が認められた（図－２；ANOVA, P ＜０．０１）。つまり，
種子が不適な光環境下に散布されて発芽を抑制された後でも，林
冠ギャップの形成などで光環境が改善すれば，すみやかに発芽す
る可能性があり，二次休眠は誘導されなかったと考えられる。
　これまで，ブナ帯に分布するハルニレで，暗条件や遠赤外光で
発芽が抑制されること（Seiwa，１９９７）や，発芽抑制されたまま
一定期間が経過すると，発芽に好適な環境に戻しても発芽率は回
復せず二次休眠が誘導されること（野宮ほか，１９９６）が報告され
ている。二次休眠が誘導されると，一定期間の低温にさらされな
いと，種子は簡単には発芽しない。ブナ帯に分布するハルニレで
は，不適な光環境下に散布された種子の一部が二次休眠して，冬
期の低温で休眠が解除された翌春に発芽するため，発芽時期に夏
発芽と春発芽の二型がみられると考えられている。
　落葉樹の展葉前に季節的な林冠ギャップが，毎年確実に形成さ

れる冷温帯落葉広葉樹林（ブナ帯）とは異なり，常緑樹林では春
先に季節的なギャップは形成されない。そのため，二次休眠して
翌春まで発芽を遅らせたとしても，生存に有利にならない可能性
がある。遮光され発芽を抑制された種子に光があたると，すみや
かに発芽するという性質は，不規則に形成される好適環境を逃さ
ないための，九州の低標高域（常緑広葉樹林帯）に分布するハル
ニレ個体群に特徴的な発芽特性なのかもしれない。
　今後は，この発芽特性が低標高域に分布するハルニレに普遍的
に備わった性質かどうかを明らかにするために，九州の高標高域
（ブナ帯）に分布するハルニレの発芽特性を調べ，植生帯間での
比較が必要である。
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図－２．発芽試験２
凡例は図－１に同じ。発芽試験１の暗条件であった処理区を明条
件に変更して試験を継続した。

図－１．発芽試験１
白抜きは明条件。塗りつぶしは暗条件。丸印は変温条件。四角印
は恒温条件。暗条件の処理区では，明条件での試験終了時と試験
開始から２１日後に発芽判定を行った。




